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2012年3月期 第１四半期決算説明会

2011年8月5日
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2012年3月期 第１四半期決算の概要
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2012年3月期第１四半期の総括

震災の影響により、広告販売において一時的な機会損失を

受けたものの、スマートフォンに対応する先行投資を継続

して実施し、成果が出始めた。

前年同期は、税効果会計の適用により、税金費用が抑えら

れていたが、前連結会計年度末で課税所得と相殺可能な

繰越欠損金が無くなり、当四半期より法定実効税率並みに

なった。
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最近の動向

「オリコンアプリランキング」をソフトバンクモバイルに提供開始6月17日

「オリコンアプリランキング」のアプリがプリインストールされた富士通社製スマート

フォン F-12C が ＮＴＴドコモより発売開始

8月 7日
（予定）

「オリコンアプリランキング」を大幅リニューアル、アプリのダウンロードによって

ユーザーにポイントを付与する機能を追加

7月27日

雑誌「オリ★スタ」を大幅リニューアル、ネット通販への対応を強化7月 8日

音楽配信サービスアプリ「オリコンスタイル」がプリインストールされたサムスン社製
スマートフォン GALAXY S Ⅱが ＮＴＴドコモより発売開始

6月23日

雑誌「オリ★スタ」のスマートフォン向けアプリを無料で提供開始6月17日

「オリコン顧客満足度（ＣＳ）ランキング連動型広告」のジャンルを追加
（ウォーターサーバー ・ 住宅ローン）

6月 1日

「オリコンアプリランキング」の iPhone 版アプリを提供開始5月10日

ユニバーサル・スタジオ・ジャパンとの初のコラボイベントを開催5月 1日
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2012年3月期第１四半期の業績ハイライト

■スマートフォンへの対応（プリインストール、リニューアルなど）を積極的に推進

⇒先行投資に伴う人員増により、前年同期と比べ労務費・人件費が23百万円増加

■東日本大震災によってキャンペーンが延期・中止されたため、キャンペーンに依存した広告の

販売において一時的な機会損失が発生（15百万円）

■顧客満足度（ＣＳ）ランキング連動型広告は、震災の影響をほぼ受けず、堅調に推移

■着メロと着うたは、市場の縮小に伴って、売上が減少。一方、着うたフルは、前年同期および

直前四半期と比べ、横ばいから微増で推移

■データサービス事業は、放送局向けのデータ販売が回復。 「ORICON BiZ online」も着実に

ストック型の売上をアップ

■当四半期より税金費用が法定実効税率並みになったため、四半期純利益の減少率が

経常利益の減少率より大きくなった

売上高 ： 1,630百万円（前年同期比 0.5％減）

営業利益 ： 231百万円（前年同期比 7.2％減）

経常利益 ： 203百万円（前年同期比11.2％減）

四半期純利益： 113百万円（前年同期比24.7％減）
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販管費

差引売上総利益

売上原価

売上高

増収要因

・ＷＥＢ事業［28百万円増（12.8％増）］

⇒震災による一時的な機会損失15百万円が発生

・データサービス事業［13百万円増（8.4％増）］

・着うたフル［13百万円増（2.1％増）］

減収要因

・着うた［28百万円減（20.9％減）］

・着メロ［21百万円減（17.4％減）］

・雑誌事業[10百万円（3.2％減）]

支払利息は減少したが、前年同期に発生しなかった一時

的なコンサルティングに関わる費用が今期において発生

するなど、営業外費用が増加。

⇒経常利益の減少率が営業利益と比べて大きくなった。

スマートフォン対応などの先行投資に伴って人員増

[前年同期末比9名増（208名→217名）]

⇒労務費及び人件費が23百万円増加

前年同期には税効果会計の適用により、税務上発生した

繰越欠損金が税金費用を抑えていたが、前連結会計年度

末で課税所得と相殺可能な繰越欠損金がなくなり、今期に

おいては税金費用が、法定実効税率並みになった。

⇒四半期純利益の減少率が経常利益と比して大きくなった。
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セグメント別売上高

12.5％16144128その他の売上※

▲12.4▲43237情報系

▲0.5％▲81,6301,639売上高合計

▲100％▲202その他

8.4％13169156データサービス事業

▲3.2％▲10317328雑誌事業

ー220スマートフォン関連

2.1％13653640着うたフル

▲20.9％▲28104132着うた

▲17.4％▲2198119着メロ

▲4.0％▲37891928モバイル事業

12.2％1110795ＣＳランキング連動型広告の販売

12.8％28251223WEB事業

増減率金額第１四半期第１四半期

増減2012年3月期2011年3月期

（単位：百万円、百万円未満を切捨て）

※2012年3月期第１四半期においては、東日本大震災の影響による一時的な機会損失として15百万円が発生
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※2009年3月期については、連結除外となったORICON CNS Inc. とフランクリン・ミント株式会社の数値を除いております。

売上高 営業利益

1Q      2Q         3Q          4Q 1Q      2Q         3Q         4Q

業績の推移

（百万円） （百万円）
震災による広告販売の一時的な機会損失：15百万円

広告販売における一時的な機会損失による減益効果
＋

スマートフォン対応など先行投資に伴う人員増により

労務費・人件費が前期比23百万円増
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業績予想に対する進捗率

24.1％6,79049.2％3,3301,639前期

23.1％7,06048.8％3,3401,630今期

売上高

20.3％1,22243.5％573249前期

18.4％1,25050.2％460231今期

営業利益

41.8％

49.5％

進捗率

（Ａ／Ｂ）

548

410

今期：予想値

前期：実績値

（Ｂ）

第２四半期累計期間

20.0％1,146229前期

17.5％1,160203今期

経常利益

進捗率

（Ａ／Ｃ）

今期：予想値

前期：実績値

（Ｃ）

通期第１四半期

実績値

（Ａ）
（単位：百万円）

※今期の「予想値」は、2011年5月9日に公表した数値
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5,060

2011年3月期末

▲1▲4新株予約権

22952投資その他の資産

▲161,848株主資本

0▲17その他の包括利益累計額

4331少数株主持分

▲112,157純資産合計

▲4

217

213

0

▲19

▲2

201

201

増減

2,011流動負債

3,104負債合計

5繰延資産

986無形固定資産

313有形固定資産

1,092固定負債

3,004流動資産

5,261資産合計

2012年3月期
第１四半期末

■流動負債の増加は、短期借入金が350百万円増加したことが主な要因。これに伴って、現金及び預金が増加し、
流動資産が増加。

■純資産については、四半期純利益113百万円を計上したものの、配当金126百万円の支払があったため減少。

連結貸借対照表

（単位：百万円）
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オリコングループのスマートフォン戦略について
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スマートフォン戦略における３つの「目指す姿」

スマートフォン向け音楽配信サービスでトップクラスの

ポジションを獲得する

⇒音楽配信サービス「オリコンスタイル」

スマートフォンにおける広告メディアとして、アプリを

ダウンロードさせるNo.1のメディアになる

⇒「オリコンアプリランキング」

最大の閲覧者数を擁する無料の電子書籍を提供する

⇒「オリ★スタ」アプリ

（１）

（２）

（３）
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●本年3月末時点で１キャリア１機種のみの対応だったが、対応端末の拡充を図り、

現在、３キャリア18機種まで増加

●配信楽曲を一層充実させるべく、各レコードレーベルとの交渉を継続的に実施

●6月23日、音楽配信アプリ「オリコンスタイル」を

プリインストールしたサムスン電子社製の新機種

「GALAXY S Ⅱ」が ＮＴＴドコモより発売開始

⇒現在、順調にダウンロードが伸びている状況

●ユーザーの利便性と満足度を高めるため、

デザイン（ユーザーインターファイス）を一新し、

コンテンツと機能を拡充するリニューアルを準備中

（１）音楽配信サービス ①
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（１）音楽配信サービス ②

Googleの検索結果

GALAXY SⅡなどの

端末へのプリインストール

エンタテインメント系

ニュース

無料の

「オリ★スタ」アプリ

効
果
的
に
集
客

効率良く楽曲を

ダウンロード

他社にないユニークな

集客導線を最大限活用し、

スマートフォン向け音楽配信

市場で高いシェアの獲得を

目指しています。

⇒下期より本格的に

収益貢献を開始。
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（２）「オリコンアプリランキング」 ①

●本年２月より「オリコンアプリランキング」のアプリを Android携帯電話向けに提供開始。

5月からは iPhone 向けにも提供を開始

●6月17日より、ソフトバンクモバイルに「オリコンアプリランキング」をコンテンツとして

提供を開始

●現在、「オリコンアプリランキング」を経由して毎日、１万個強のアプリがスマートフォンに

ダウンロードされている状況。月間で40万個を超えるペースに短期間で成長

⇒しかし、アプリのダウンロードを直接、マネタイズすることが出来ない状況（だった）

7月27日

アプリをダウンロードするとユーザーにポイントが付与される機能を

追加するなど、大幅なリニューアルを実施
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（２）「オリコンアプリランキング」 ②

３日後にマイページに
ポイントが加算

ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
に
ア
プ
リ
を

ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド

ポ
イ
ン
ト
を
付
与

Ｅ
ｄ
ｙ
や
Ａ
Ｎ
Ａ
な
ど

全
２
８
社
の
ポ
イ
ン
ト

サ
ー
ビ
ス
と
交
換
可
能

クライアントに広告商品としてポイントを販売
無料アプリ：最大400ポイントまで付与可能

有料アプリ：最大で提供価格の20％まで付与可能

アプリを効率良くダウンロードさせることのできるメディアとして成長させ、収益を最大化
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（２）「オリコンアプリランキング」 ③

効
率
良
く
集
客

→

ユ
ー
ザ
ー
を
ロ
イ
ヤ
ル
化Android携帯電話への

プリインストール

当社グループの発信するニュース

ランキング提供サイト・アプリ

Googleの検索結果
（事例）

「スマートフォンアプリ」⇒3位に表示

「アプリ ランキング」⇒1位に表示

2011年8月1日現在

当社グループのメディア・アプリ

アプリが活発に

ダウンロード

8月7日（日）にＮＴＴドコモから発売開始になる

富士通社製スマートフォンの新機種「F-12C」に

「オリコンアプリランキング」がプリインストール

⇒今後もプリインストールについて

各端末メーカーとの交渉・協議を継続
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（３）雑誌「オリ★スタ」＆「オリ★スタ」アプリ ①

定価が400円以上になったため、

アマゾンや楽天ブックスでの

定期的な購入が可能に

（従来は、年末年始やＧＷの合併号のみ対応）

■継続的に誌面の拡充を行っていることが奏功し、購読部数が増加

⇒第１四半期の購読売上は、前年同期比7.5％アップ

■7月8日発売号より、従来の“中綴じ”から“平綴じ”に変更するなど

保存性と高級感を高める大幅なリニューアルを実施

⇒リニューアルに伴い、定価を従来の300円台から400円台にアップ

ネット通販を強化！

（参考）

文教堂「総合週刊誌ランキング」

2011年7月25日付 1位
8月 1日付 5位



18

（３）雑誌「オリ★スタ」＆「オリ★スタ」アプリ ②

6月17日

雑誌「オリ★スタ」の全ページを閲覧できる無料アプリを

Android携帯電話向けに提供を開始

⇒近々に発売開始になるAndroid携帯電話の新機種に

「オリ★スタ」アプリがプリインストール

※許諾が得られていない一部の画像については

マスキング処理が施されています。

アプリで写真や記事をみて、「雑誌を買いたい！」と

思ったら、“ワンタップ”でネット通販サイトに

誘導され、手軽に雑誌の購入が可能

⇒無料で情報公開を行い、有料購読に誘導する

いわゆる『フリーミアム戦略』

「オリ★スタ」アプリを広告メディアとしても活性化。

さらに、スマートフォンにおける音楽配信サービスや

ファッション系Ｅコマースのプラットフォームとしても

機能させ、収益の最大化を図ってまいります。
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この資料に掲載されている今後の戦略・見通し等に関わる情報は、本資料の作成時点において、当社が合理

的に入手可能な情報に基づき、通常予測し得る範囲内で為した判断に基づくものです。しかしながら現実に

は、通常予測しえないような特別事情の発生または通常予測しえないような結果の発生等により、本資料記載

の見通しとは異なる結果を生じ得るリスクを含んでおります。 
当社といたしましては、投資家の皆様にとって重要と考えられるような情報について、その積極的な開示に努

めて参りますが、本資料記載の見通し等のみに全面的に依拠してご判断されることはくれぐれもお控えになら

れるようお願いいたします。 

オリコン株式会社

IR用ホームページ http://www.oricon.jp/

※ iPhone は、Apple Inc. の商標または登録商標です。

※ Android は、Google Inc. の商標または登録商標です。

※ 着うた、着うたフルは、株式会社ソニー・ミュージックエンタテインメントの登録商標です。

※ その他記載されている製品名、サービス名などは、該当する各社の商標または登録商標です。


